
様式第4号（第4条関係）

令和5年3月31日

福知山市議会議長様

会派名大志の会

代表者名 桐村一彦

政務活動費実績報告書

令和4年4月1日付け福議発第318-4号により交付決定のあった政務活動費におい
て、令和4年度下半期 (10月から3月）の政務活動が完了したので、福知山市議会政務
活動費の交付に関する条例第10条第2項及び第3項の規定により、下記のとおり実績報
告書を提出します。

コμ

1 令和4年度政務活動費の額（下半期）

2 政務活動費の対象となる経費の内訳

29,875円

項 目 金額（下半期） 主な支出内容

調査研究費

研修費 29,875円 JI AM 参加
広報費

広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

メ口当、 計 29,875円

添付書類

・政務活動の実施状況及び成果を確認できる書類

．政務活動費の収入額及びその内容に関する書類

．政務活動費の支出額及びその使途に関する書類

・政務活動費の支出に係る領収書の原本又はこれに準ずる書類



福知山市議会

（様式 1) 

令和5年3月30日提出

議長高橋正樹様

会派名 大志の会

代表者名 桐村一彦

政務活動費研究研修視察報告書

1 研修年月日 令和4年11月1日ω。～ 11月2日 (7)()
2 研修先 滋賀県大津市唐崎二丁目 13番1号電話077-578-5931

全国市町村国際文出阿彦所（国際文化アカデミ－JIAM)

3 参加者氏名 栴村一彦 馬谷明美 2名

4 経費 研修参加費 15, 100円・

振込料 825円’

安遁沓（I R乗車券） 13.950円

合計金額 29,875円（ 14, 937円／1人あたり）、

5 研修項目 令和4年度第2田市町村議会議員研修［2日間コース］

6 研修内容

7 資料

8 経費精算書

① 講義 「議会改革度調査l：から見る地方議会

講師早稲田大学マニュフェスト研究所

事務局長中村健氏

② 事伊踊介・演習住民参加・情報公開を進める取組み①

講師徳島県週隣国高義会議員・議会改革糊IJ委員会

委員長柏木昆氏

コーディネーター早稲田大学マニュフェスト研究所

事務局長中村健氏

③ 事例紹介・演習住民参加・情報公開を進める取組み②

講師茨減県取手市市議会事務局次長岩崎弘宣氏

コーディネーター早稲田ブゼ学マニュフェスト研究所

事務局長中村健氏

＠ 講義 DX時代における地方議会の展望
講師早稲田大学名誉教授ヰl:JII正恭 氏

⑤ 演習各議会における今後の議会改業推進の検討

講部早稲田大学マニュフェスト研究所

事務局長中村健氏

別紙（様式2)

視察研修行程表・資料（別添資料 1)

（様式3)



別紙（様式2-1)

日時 令和4年11月1日伏） 13:00～13准5
講義 『議会改革度調査lから見る地方議会

講師早稲田大学マニュフェスト研究所事務局長中村健 氏

日時令和4年11月1日ωく：） 14:00～15羽
事候臨介・演習住民参加・情報公開を進める取組み①

講師徳島周碩町議会議員・議会改革糊l接員会委員長柏木岳氏

コーディネ｝ター早稲田大学マニュフェスト研究所事務局長中村健 氏

極圏
O自治体議会はどうあるべきか？
強くするためにはどうすすしぼ良いのか？ 開かれた議会？

二元代表制の考え方意識を変えていかなければならなu、
開擬扮徳島開閉町議斜

議会活性化の取組み「一一ー住民から期待される議会を目指して。議員14名。

報酬、定数が独り歩きしている。熱意と生活をどう両立させるカ弘生活を保設オ

る報酬を議員自ら提案すべき。

車座会議＝＝意見変換会。 政策立案 条例の制定

アンケート＝＝どんなまちであれば帰ってくる？ ICTの利活用。

睡亙霊園
意見.~換会や条例制定 よその真似をする 市民感情を条例化する

議員開討議＝＝議員要皇により脚寺全協にて実施。 議長采直己

言撤の風土を作り上げていく。 議員への質問を可としていけば～～。

是々非々の立場を強調すべきであり、まあまあ議会はダメ。馴れ合いが「番怖川

追求と緊張感は議会人として大事ユーチュープやインターネット配信はあまり

見てくれない。 ケーブルテレビ化が良い 議員のなり手不足

議員報酬あり方検討必要一

議員の成果物出議決である。 議決は重大な議員責租説明責任があるの

匪画
議長の政策力強fじ。 議員開討議の拡克
議会内の政策検討の体制づくり＝合意をどう形成するか会派委員会議員間

市民協働への強力と役立づ議会を創っていくことが重要であり、議員に求められ

る資質をしっかりと自覚し、課題克服やウイズコロナ時代に対応していく。

議員の成果物は議決である。 議決は重大な議員賞租説明責任がある。



日時 令和4年11月1日伏） 16：（）（）～17窃

事伊踊介・演習住民参加・情報公開を進める取組み②

講師茨城県取手市市議会事務局次長岩嗣L宣氏

別紙（様式2-2)

コーディネーター早稲田大学マニュフェスト研究所事務局長中村儀 氏

極墨画
議会活性化ハの取組みを考える＝＝＝議会事務局のあり方

陣例制ト茨滅県取手市議妥当

議会職員と共に、議会を、市を良くしたし、

顔つきは今まで生きてきた記 自はやる気。

ほんとに怖いととは何も始めようとしないこと。 未来への羽織！

ICTの制活用。オンラインにAI手痛え音声認識ソフト、 360度カメラ利用に

よるインターネット配信、会議録規覚化システム。

出来るできないのではなく、まずやってみよう！

極極雪
自分でできることは自分でやる。 事務局に頼るな！

事務局員は議員の一挙手一投足を見ている。議員は見られているという意識を忘

れない。 AIの音声認識要約システム、視覚認識システムの活用。

360度カメラ＝傍聴と同じ状況を作り出ホー

住民の議会参加に役立つことを意識する。

議会だよりのペーパレス化を考えてはどうか？。

広報誌＝紙、という意識を変えていく。

間
議員の政策力強化議員開討議の拡充

議会内の政策検討の体制づくり＝合意をどう形肱するか会派委員会議員間

市民協働への強力と役立つ議会を創っていくことが重要であり、議員に求められ

る資質をしっかりと自覚し、課題克服やウイズコロナ日寺代に対応していく。

議員の成果物は議決である白 議決は重大な議員責任説明責任がある。



日時

講義

講師

令和4年11月2日休） 9:25～10：・55
DX時代における地方議会の展望

早稲田大学名誉教授ヰ!:JI[iE恭氏

匿亙圏
義政競争で議会改革を！

1.地方自治は民主主義の学校 団体自治と住民自治

2.地方分樹齢別5、地方分権「括法制的

別紙（様式2-3)

国と地方は上下主従から対等協力 自己決定、自己責任

3.制T部倒立から議会とのこ元代表制へ
4. 2飢)6年栗山町議会の議会基本条例制定

約鋭）（）議会で制定

5.朋民り議会から目覚めた議会に

6.改革の順序

封旬削減沖質的充実4主民自治の視点
7.チーム議会 議会事務局と一体で議員活動と議会活動

8.善政競浄で気づきを

TTP （徹底的にパクルうを合言葉に

（ア） 山形県遊佐町の少年議会

J R時刻表変更など参画民意の反映

（イ） 東京都墨田区の議会基本条例

チーム議会の実施

（ウ） 西脇市議会の議会報告会

議会報告会年間45回実施まちのことを実際に勉強する

議会の必要性を住民が理解しなければ、議会は変わらない

民意の反映議会の責任

地方を変えるのは議会である雑掛から変える先兵は議会

DX fデジタル変軒
住氏サービスの向上を主な目的として、デジタル技術を用いて新しU、価値を生

み出したり、仕旭みを変えること。住民 C職員）本位
ICTは喋務Iで宮司＝争DXは「経営』ですn



別紙（様式2-4)

時

間

制

令和4年11月2日（水） 11:10～11:50 12:50～15：・10
各議会における今後の議会改革推進の検討

早稲田大学マニュフェスト研究所事務局長中村健 氏

極圏

議会だよりをどのように改善寸寸もばよいか

演習斑別＝＝1瑳～18班 4人編成

演習班別メンバー

14斑山梨県南アルプス市北村刊好広島県府中市本谷宏行

徳島県鳴門市宅川靖次京都府福知山市桐村）彦

1 6斑埼玉県飯能市長谷川順子山梨県南アルプス市三校守和

愛知県葱械市佐宗青E俊京都府福知山市J馬谷明美

翠題議会だよりを通じて市民とのキャッチボールができていない

市民にどのように見てもらえるかニーズがわからない

霊園ーニーズがわからない一方通行文字が多い

盤法華ニーズ調査（アンケート調画を行っていく

市民の声を聴く 各種団体憶見交換会を利用）

藍益役に立っているのか市民に伝わっているのか

議会だより 金もかかる議員自己満足

情報ツールとしてアーカイブとして見える化の努力を

議会だより＝＝定例会の後に出すもの？ 何故？ まず手に取ってもらえるものに。

誰に、何を、効果l丸 必要なこと＝＝市民劇日、市民意見を開く。

画
議会改革は第二ステージに入っている。

PDCAサイクルは議会、市民の意見を吸収する。 民意がいかに反映されている

れ民意を聞く方法を議会が幅広く作る。議員間討議を積極的に行い、地餅士会を

変えていくことを常に意識する。



(gij添資料｝

大志の会行政視星雲・研修行程表

1 研修年月日 令和4年11月1日 Gk）～ 11月2日 0.k)

2 研修先 滋賀県大津市唐椅二丁目 13番1号電話077・578・5931

全国市町村国際文化研樹究（国際文化アカデミー証AM)

3 参加者氏名 桐村一彦 馬谷明美 2名

1 1月1日ω。
大江町洞守＝＝＝＝KTRにて移動＝＝＝＝＝福知山市 （馬谷）

福知山市＝＝＝＝＝JRIこて移動＝＝＝＝滋賀県大津市唐崎 （桐村・馬谷）

世賀県全国市町村圏際文化研究所（JIAM)I

1 1月2日ω。
滋賀県大津市唐崎＝＝＝＝JRにて移動＝＝＝＝福知山市 （桐村・馬谷）

※宿泊場所 滋賀県全国市町村国際文化研修所 （国際文化アカデミーJI鵬



（様式 3) 

経費精算書

会派名 大志の会

l 研修年月日 令和4年11月1日（火）～ 11月2日（水）

2 視察研修先 滋賀県大津市唐崎二丁目 13番1号電話077・578-5931

全国市町村国際文化研修所（国際文化アカデミー瓦品心

｛塑盈_;_ell

支出月日 支出項目 支出金額 領収書

No. 

10月24日 研修費 15,100円 NOl・1

参加費 NOl”2 

10月25日 研修費 825円 N02 

振込料

10月31日 研修費 10,560円 N03 

指直費

11月1日 研修費 350円 N03 

交通費

11月2日 研修費 3,040円 NOS 

交通費

支出合計金額 29,875円



NO 1-1 

支出科目： 研修費 ｛参知和

合罰金蝿： 7. 5 50 伺

領 収書

福知山市議会

大志の会桐村一彦

金額 7,550 円

イ旦し、

様

令和4年度市町村議会議員研修［2日間コース］「議会改革を

考える～先進事例に学ぶ住民参加・情報公開～」

の研修に要する経費

とじて上記の金額を領収いたしました。

令和4年10月24日

T'520-0106 
滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号

公益財団法人全国市町村研修財団

全国市町村国際文化研倒

分任出納役 梅村 1/1"'

領収書No.

ちEち



NO 1-2 

支出科目： 研修費 ｛参加劃

合罰金額： 7, 550 円

領 収 室田

福知山市議会
大志の会馬谷明美

様

金額 7,550 円

イ旦し、

令和4年度市町村議会議員研修［2日間コース］「議会改革を

考える～先進事例に学ぶ住民参加・情報公開～」

の研修に要する経費

として上記の金額を領収いたしました。

令和4年10月24日

干520-0106
滋賀県大津市唐崎二丁目13番l号

公益財団法人全国市町村研修財団

全国市町村国際文化研修

分任出納役 梅村働I叫

ちii
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